
　絶望と恐怖が渦巻き、明日が見えないシベリアで唯一、抑留者を励まし、生きる希望を与えた歌が “シ
ベリア夜曲” だった。
　身近な存在のコミュニティー、FMラジオに期待するリスナーからの要請により、エフエムひらかたの番
組で “シベリア夜曲” の作曲者を捜すこと3か月。やっと本人が見つかった。その人は枚方市に住む堤正晴
さん86歳。番組は新聞の誤報がきっかけで存命であることが発覚した元シベリア抑留兵の堤さんの独白で

構成されている。リスナーに密着した地域エフエム
ラジオ局の特性を存分に生かし、忘れ去られようと
している戦中戦後の貴重な記憶を音声で記録した。
　この作品『幻のセレナーデ ～シベリア夜曲ノー
ト』は、第36回放送文化基金賞ラジオ番組部門ラ
ジオ番組賞を受賞。

　金田一秀穂ラジオ番組審査委員長が、今年7月
末、この作品の企画・構成の岩田隆清さん、FMひ
らかた局長の平井正世さんを枚方に訪ね、お話をう
かがった。エフエムひらかたの生放送にも出演。
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R a d i oラジオ

「大人の童話 ～チーム記虎のハーフタイム」にて
MCの記虎敏和さんと

ルポ



1 1

R a d i o

平井正世さん(ひらい・まさよ)
FMひらかた取締役 局長

企画・構成の岩田隆清さん(いわた・りゅうせい)
フリーディレクター・“じおら” 代表

金田一秀穂ラジオ番組審査委員長
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シベリア夜曲考
シベリア抑留体験者　 “シベリア夜曲”  作曲者　堤  正晴

女子大生のリスナーが描いた番組の印象画




